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内訳 保健福祉部社会保育学科 4名、同 看護学科 1名、



































     
 
 
写真１ ひまわり手形アート 写真２ バルーン
―138―
地元商店街をフィールドとした子どものあそび空間の創造 










































けん玉・コマ 大学 〇 空き店舗活用
人形劇 大学 〇 空き店舗活用
バルーン 大学 〇 空き店舗活用
おもちゃ広場 大学 〇 空き店舗活用
カプラ積み木 大学 〇 空き店舗活用
折り染め 大学 〇 空き店舗活用
ひまわり手形アート 大学 〇 空き店舗活用
絵本・紙芝居 大学 〇 空き店舗活用
折り紙 大学 〇 空き店舗活用











ている。参加学生の総数は 32名、うちアンケート回収数は 24名となっている(回収率 75%)。回答者の所属
学科は、社会保育学科または短期大学部児童学科が 41％(10名)、看護学科 16％(4名)、栄養学科 16%(4名)、
無回答 4名、その他 2名となっている。その他と回答した 2名は共に名寄高校の生徒であり、同高校ボラン
ティア局が行っている名寄市社会福祉協議会との活動の一環として今回参加していた。 
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【付記】 
 本稿は、平成 28年度名寄市立大学コミュニティケア教育研究センター研究・実践支援による「『商店街あそびの広場』～『児
童文化』で学生と子ども・地域をつなぐ～」における成果の一部である。 
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